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「第７回市民と議会の集い」を中止とさせていただきました。

　毎年、多くの市民の方にご参加いただき、貴重な意見交換の場となっている

「市民と議会の集い」ですが、新型コロナウイルス感染者の増加に伴い、道の警

戒ステージが引き上げられたことから、急遽中止の判断をさせていただきまし

た。なお、当日用資料は市議会ホームページで公開するとともに、市役所情報

公開コーナー、市民会館、コミュニティセンター、野幌公民館、大麻公民館、

市役所大麻出張所、豊幌地区センター、情報図書館で配布しておりますので、

ご利用ください。
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〔2〕えべつ市議会だより　　令和３年２月１日発行

令和元年度

決算審査

の概要

一般会計決算に対する主な質疑

　令和元年度の一般会計ほか各特別会計の決算は、第３回定

例会の最終日に予算決算常任委員会に付託され、令和２年10

月21日から７日間にわたって審査を行った後、第４回定例会

の初日に採決されました。予算決算常任委員会で行われた審

査概要についてお知らせします。

Q：観光振興課を新設した目的とこれまでの取組は。

A：地方創生交付金を活用した観光施策により、交流人口の拡大と地域経済の活

性化を図るほか、地域資源や立地環境を生かした観光振興に向けた取組を進め

るため、観光振興課を新設したもので、市内９か所の観光施設を循環する周遊

バスの運行や、プロモーションイベントを開催するなど、市のPRを促進するた

めの取組を実施した。

Q：がん検診の受診状況と今後の取組は。

A：集団検診の一括委託による申込み先の統一やウェブ予約システムの運用のほ

か、大型商業施設やJRの各駅で送迎バス検診を実施するなど、受診率向上に向

けた取組を行ったが、新型コロナウイルス感染症の影響により、受診率は前年

度を下回ることとなった。今後は、感染対策を行う中で、引き続き受診率向上

に向けた取組を進めたい。

Q：市内への転入者が増加した要因と今後の課題は。

A：宅地造成された地区への転入が多いことから、新規の住宅供給が増加した社

会環境に起因するものが大きいと認識しているが、これまで市が行ってきた江

別市の魅力をPRするための地道な取組も人口の社会増に貢献したものと考えて

いる。また、転入世帯には子育て世代が多いことから、子育てや教育に関する

課題に対応する必要があると認識しており、各種施策を推進していきたい。

Q：病院事業会計を支援することによる市民サービスへの影響は。

A：約14億円に及ぶ病院事業会計への繰り出しは、市民の医療を守るために必要な経費であるとの判断に基

づき、市の政策に位置づけて支援している。経営支援としての貸付けについては、原資となる基金残高が

減少して、財政の自由度や柔軟性が失われつつあるが、行財政改革によって、各事業を精査するほか、様々

な角度からの評価を行うなど、適切な行政運営に努めており、市民サービスが低下している状況にはない

と認識している。

Q：市立病院の経営問題に対する市職員の認識は。

A：市職員に対して、様々な場を活用して市全体の財政問題をはじめ、市立病院の経営問題を説明している

が、一部には、市職員に対する情報が不足しており、市職員の理解が得られていないとの指摘があること

から、少しでも多くの話ができるように機会を捉えて取り組んでいる。

そのほかの質疑…自治会排雪の実施状況、住宅取得支援事業の効果、市外病院への搬送状況、熊出没に係

る対応、大学生の転入・転出の状況、すぽっとケア事業における在籍者数と開催場所など

一般会計決算の審査に当たり、予算決算常任委員会において各委

員が市に対して行った質疑の内容を抜粋してお知らせします。
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〔3〕 えべつ市議会だより　　令和３年２月１日発行

　予算決算常任委員会において、各会計決算に対して、認定する立場からと不認定とする立場から討論が

行われましたので、その概要をお知らせします。なお、各会計決算は、委員会審査の後、第４回定例会の

初日に採決され、すべて認定されました。

討論概要

◦各種がん検診や脳ドックの受診者に対する助成事

業など、積極的な取組が行われており、今後も特定

健康診査や特定保健指導の受診率向上に努めるな

ど、心と体の健康づくりを推進するために取り組む

ことを期待する。

認定

◦保険税の滞納世帯に対する資格証明書等の交付率

は近隣市との比較では依然として高い。交付世帯の

所得状況が厳しいことは明らかであることから支払

いが可能になるよう保険税を引き下げる必要があ

る。

不認定

国民健康保険特別会計

◦国に対して、十分な予算措置や医療費における世

代間と地域間の格差を解消するなど、さらなる改善

と整備を求めることが必要だが、現段階においては

適正な予算執行がなされていると認識している。

認定

◦病気にかかりやすく重症化しやすい高齢者に対し

て、保険料の滞納を理由に保険証を交付しないこと

は認められず、高齢者の生活に大きな不安を与えて

いる状況から、十分な施策が行われていない。

不認定

後期高齢者医療特別会計

◦地域包括ケアシステムの構築のため、現計画に基

づいた健全な介護保険制度の運営に努めるととも

に、支え合いの地域づくりを着実に進めることを期

待する。

認定

◦保険料の引上げは被保険者にとって重い負担であ

り、滞納を理由に給付制限の措置を行うことは早急

に見直すべきである。

不認定

介護保険特別会計

◦市立病院への長期貸付けのために繰り出された３

億円については、基金残高の減少に大きく影響して

いるが、返済が条件となっている。市立病院の経営

を安定させることは、市民の安心・安全な生活に大

きく寄与することから、基本財産基金は適切に運用

されている。

認定

◦一般会計から病院事業会計に対する長期貸付金の

原資となった３億円の繰り出しにより、基金の機能

を著しく低下させたことに加え、今後の市政運営全

体に重大な影響を及ぼした。

不認定

基本財産基金運用特別会計

◦財政状況の厳しさが増しているが、市民サービス

への影響を最小限に抑えるとともに、今後も安定的

で持続可能な財政運営に努めることを期待する。

◦一般会計から病院事業会計への繰り出し額が大き

く、財源確保が困難な状況にあることを憂慮する

が、今後は最小の費用で最大の効果を上げるべく、

事務事業の休止・廃止も視野に入れた見直しを行う

ことを期待する。

◦市立病院の経営再建は必ず達成しなければならな

いが、これ以上の基金の取崩しは困難であると考え

ざるを得ない。市民サービスに影響が出ない範囲

で、歳出の抑制が求められており、最大限の危機感

を持って財政運営に当たることを期待する。

◦新たな魅力を創出するための事業に取り組まれて

いることを評価するが、特色ある自治体経営を進め

ていくためには、財政基盤の安定性や健全性が重要

である。今後も効率的な行政運営を図り、経費の抑

制に取り組み、財源の確保に努めるよう期待する。

認定

一般会計

◦生活保護世帯の６割を超える高齢者世帯は、外出

がままならないのにもかかわらず、冬季加算の特別

基準が該当しない。冬季加算の減額により厳しい生

活が続いていることから、実態を見極めた上で積極

的な支援策を検討するべきである。

◦江別市最大の問題とも言える市立病院の経営問題

について、市民のみならず市職員も十分に理解して

いない。市長は説明責任を果たしていない。

不認定

特
集
ペ
ー
ジ　

令
和
元
年
度
決
算
審
査
の
概
要

令
和
２
年　

第
４
回
定
例
会
の
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す　

一　

般　

質　

問
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　第４回定例会は11月₂₆日から1₂月1₀日まで1₅日間の会

期で開かれました。市職員の給与に関する条例等の一部

改正をはじめ、市議会議員の議員報酬等の臨時特例に関

する条例の制定などの議案1₉件、諮問２件、意見書案４

件、陳情２件、報告３件を議了し、一般会計や各特別会

計の令和元年度決算を認定しました。

　主な議案の内容についてお知らせします。

令和２年

第 ４ 回

定 例 会

◎
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て
、
一
般
職

の
職
員
の
期
末
手
当
を
０
・
05
月
分
引

き
下
げ
る
ほ
か
、
一
般
職
の
職
員
と
同

様
に
、
議
員
と
特
別
職
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
期
末
手
当
を
０
・
05
月
分
引

き
下
げ
る
な
ど
、
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
市
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

市
立
病
院
の
経
営
再
建
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
に
当
た
り
、
市
職
員
全
体

で
再
建
を
後
押
し
す
る
た
め
、
令
和
２

年
７
月
か
ら
給
料
月
額
等
を
減
額
し
て

い
る
特
別
職
の
ほ
か
、
医
師
を
除
く
一

般
職
の
管
理
職
員
に
加
え
て
、
集
中
改

革
期
間
中
で
あ
る
令
和
３
年
１
月
か
ら

令
和
５
年
３
月
ま
で
の
間
、
職
務
の
級

が
４
級
と
５
級
に
属
す
る
職
員
の
給
与

減
額
を
行
う
も
の
で
す
。

　

給
料
月
額
に
つ
い
て
、
職
務
の
級
が

４
級
の
職
員
は
２
％
、
５
級
の
職
員
は

２
・
25
％
に
相
当
す
る
額
を
減
額
す
る

た
め
の
特
例
措
置
を
設
け
る
も
の
で
、

本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

市
議
会
と
し
て
、
市
立
病
院
の
経
営

再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
５

年
３
月
ま
で
の
間
、
議
員
報
酬
を
減
額

す
る
判
断
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
臨

時
特
例
的
に
議
員
報
酬
を
減
額
し
て
支

給
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

議
員
報
酬
の
月
額
に
つ
い
て
、
議
長

は
２
・
５
％
、
副
議
長
は
２
・
25
％
、

そ
の
他
の
議
員
は
２
％
に
相
当
す
る
額

を
減
額
す
る
な
ど
の
特
例
措
置
を
設
け

る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
全
員
一
致
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

◇
永
谷
直
久
氏
の
推
薦
を
可
と
答
申

　

◇
平
本
重
德
氏
の
推
薦
を
可
と
答
申

◎
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

◇
斎
藤
和
宏
氏
の
任
命
に
同
意

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

給
与
の
独
自
削
減
に
よ
る
減
額
の
ほ

か
、
給
与
の
独
自
削
減
額
を
原
資
と
し

て
病
院
事
業
会
計
に
繰
り
出
す
経
営
再

建
支
援
補
助
金
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
の
増
加
に
伴
う
返
礼
品
購
入
経
費

等
の
追
加
な
ど
に
よ
り
、
５
千
817
万
６

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
、
５９９
億

２07
万
２
千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案

は
、
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

令
和
元
年
度
の
決
算
剰
余
金
の
基
金

へ
の
積
立
て
な
ど
に
よ
り
、
１
億
６
千

673
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
、

1２4
億
１
千
6５4
万
８
千
円
に
な
る
も
の
で
、

本
議
案
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
　
　
　
例

予
　
　
　
算

人
　
　
　
事
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◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算

　

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
の
追
加
に
よ
り
、
46
万
２
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
は
、
18
億
２
千
846
万

２
千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、

全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経

費
の
追
加
に
よ
り
、
631
万
７
千
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
は
、
107
億
１
千
98
万

７
千
円
に
な
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、

全
員
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　

給
与
の
独
自
削
減
に
よ
る
減
額
に
よ

り
、
水
道
事
業
は
24
万
円
を
、
下
水
道

事
業
は
26
万
７
千
円
を
減
額
す
る
も
の

で
、
こ
れ
ら
の
議
案
は
、
全
員
一
致
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

給
与
の
独
自
削
減
に
よ
る
減
額
の
ほ

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
減
収
に
伴
う
資
金
不
足
に

対
す
る
企
業
債
の
借
入
れ
や
、
医
師
確

保
対
策
特
別
引
当
金
の
繰
入
れ
に
よ
る

増
額
な
ど
に
よ
り
、
９
千
676
万
４
千
円

を
増
額
す
る
も
の
で
、
本
議
案
は
、
多

数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

■
不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

◎
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
年
金
支
給
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

全
日
本
年
金
者
組
合
江
別
支
部

　

支
部
長　

吉
田
一
夫
氏

■
趣
旨
採
択
と
な
っ
た
陳
情

◎
北
海
道
に
お
け
る
「
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
制
度
の
拡
充
」
を
求
め
る
意

見
書
を
北
海
道
に
提
出
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　

 

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
江

別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

共
同
代
表　

神
保
郁
子
氏

　

ほ
か
３
名

特
集
ペ
ー
ジ　

令
和
元
年
度
決
算
審
査
の
概
要

令
和
２
年　

第
４
回
定
例
会
の
概
要

議
員
が
市
政
を
た
だ
す　

一　

般　

質　

問

そのほか本定例会に提出された議案

件　　名 議決結果

指定管理者の指定について（都市と農村の交流センター） 原案可決（全員一致）

企業立地促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部改正

原案可決（全員一致）

後期高齢者医療に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

道路占用料条例の一部改正 原案可決（全員一致）

都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 原案可決（全員一致）

介護保険条例の一部改正 原案可決（全員一致）

令和元年度一般会計の決算認定 認定（多　　数）

令和元年度国民健康保険特別会計の決算認定 認定（多　　数）

令和元年度後期高齢者医療特別会計の決算認定 認定（多　　数）

令和元年度介護保険特別会計の決算認定 認定（多　　数）

令和元年度基本財産基金運用特別会計の決算認定 認定（多　　数）

不妊治療への医療保険適用の拡大を求める意見書 原案可決（全員一致）

住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の強化を求める意見書 原案可決（全員一致）

少人数学級の拡充を求める意見書 原案可決（全員一致）

令和３年度介護報酬改定における基本報酬の増額と新型コロナウイル
ス感染症に対する支援策を求める意見書

原案可決（全員一致）

陳
　
　
　
情
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▼

市
教
委
に
対
す
る
市
民
要
望
の

取
扱
い

質
問　

市
教
委
宛
て
に
提
出
さ
れ
て
い

る
市
民
か
ら
の
要
望
等
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
委
員
に
公
開
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

市
教
委
に
寄
せ
ら
れ
る
要
望
等

に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
内
容
や
教

育
施
策
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
様
々
な

相
談
や
要
望
等
が
あ
り
、
提
出
方
法
も
、

直
接
教
育
部
内
の
担
当
部
署
に
寄
せ
ら

れ
る
も
の
や
、
企
画
政
策
部
広
報
広
聴

課
が
担
当
す
る
市
民
の
声
と
し
て
寄
せ

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
で
あ
る
教
育
部
の
職
員
に
お
い
て

適
切
に
回
答
処
理
を
行
う
と
と
も
に
、

特
に
重
要
な
も
の
は
、
教
育
長
の
判
断

を
経
て
、
こ
れ
ま
で
も
教
育
委
員
会
委

員
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

市
民
の
声
を
教
育
委
員
会
委
員
へ
公

開
す
る
手
法
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

の
取
扱
い
な
ど
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
く
か
、
教
育
委
員
会
会

議
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼

江
別
市
保
育
施
設
入
所
選
考
基

準
表
に
お
け
る
調
整
点
数

質
問　

江
別
市
保
育
施
設
入
所
選
考
基

準
表
に
お
け
る
兄
弟
姉
妹
の
調
整
点
数

が
、
他
市
と
比
較
し
て
低
い
こ
と
か
ら
、

見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
弁　

保
育
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
き
、

市
が
保
育
の
必
要
性
を
認
定
し
た
上
で
、

保
育
施
設
利
用
の
優
先
度
を
測
る
た
め
、

入
所
選
考
基
準
表
に
基
づ
く
点
数
制
に

よ
っ
て
、
点
数
の
高
い
順
か
ら
入
所
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
市
で
は
、
保
育
の
必
要
性
の
高
い

家
庭
に
配
慮
し
、
保
護
者
の
就
労
、
出

産
、
疾
病
・
負
傷
な
ど
の
基
準
点
数
に

重
き
を
お
い
て
選
考
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
兄
弟
姉
妹
が
同
じ

園
に
入
所
を
希
望
す
る
方
へ
の
配
慮
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

他
市
の
事
例
な
ど
を
研
究
す
る
と
と
も

に
、
調
整
点
数
を
含
め
た
入
所
選
考
基

準
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

え
べ
つ
黎れ
い

明め
い

の
会

猪
股　

美
香　

議
員

議員が市政をただす

一般質問

※今定例会では、11人の議員が一

般質問を行いました。

　誌面の都合上、各議員が行った

質問の中から、１人２項目を要約

してお伝えいたします。
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▼

国
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
動
向

質
問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
回
収
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
制
度
を
導
入
す
る

と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た

国
の
動
向
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

答
弁　

国
は
、令
和
元
年
５
月
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
循
環
等
に
よ
る
脱

炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
、プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
国
の
中
央
環
境

審
議
会
で
は
、
今
後
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

資
源
循
環
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
が
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
・
製
品
を
資
源
と
し

て
分
別
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者

と
連
携
し
た
選
別
工
程
の
一
体
的
措
置

を
講
じ
る
こ
と
や
、
小
規
模
店
舗
等
か

ら
排
出
さ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
も

市
町
村
が
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な

ど
の
案
が
示
さ
れ
た
。

　

今
後
、
国
か
ら
情
報
提
供
が
あ
る
も

の
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
等

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼

市
の
ご
み
処
理
へ
の
影
響

質
問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
、
市

は
そ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答
弁　

市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
、
焼
却
処
理

し
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
場
合
に
は
、
現
行
の
分

別
方
法
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、
時
間
を
か

け
て
丁
寧
に
説
明
を
行
う
必
要
が
あ
る

ほ
か
、
収
集
運
搬
体
制
の
変
更
に
伴
い
、

人
材
等
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
、国
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

資
源
循
環
に
向
け
、様
々
な
角
度
か
ら
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
上
で
、重
要
な

取
組
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、引
き

続
き
、国
の
動
向
等
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
議
員
団

高
橋　

典
子　

議
員

▼

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
変
化

を
踏
ま
え
た
事
業
全
体
の
見
直
し

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
経
済
に
対
す
る
影
響
に
よ
り
、
税
収

が
減
る
状
況
を
考
え
、
事
業
全
体
を
見

直
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

国
は
令
和
３
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
お
い
て
、
施
策
の
優
先
順
位
を

洗
い
直
し
、
無
駄
を
排
除
し
つ
つ
、
予

算
を
重
点
化
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
踏
ま
え
、
市
で
も
、

令
和
３
年
度
は
、
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
る
市
税
な
ど
歳
入
の
減
少
や
、
感
染

症
対
策
の
た
め
の
歳
出
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
前
提
と
な
る
従

来
ど
お
り
の
要
求
内
容
と
す
る
こ
と
な

く
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
事

業
の
再
構
築
や
、
事
業
の
存
続
そ
の
も

の
を
議
論
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

　

今
後
も
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
を

注
視
し
つ
つ
、
予
算
編
成
作
業
を
進
め

て
い
く
中
で
、
社
会
環
境
の
変
化
に
合

わ
せ
た
事
業
全
体
の
見
直
し
に
つ
い
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
踏
ま
え
た
期
日
前
投
票
所

の
設
置

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
踏
ま
え
た
期
日
前
投
票
所
の
設

置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　

市
選
管
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
有

権
者
の
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

若
年
者
層
の
投
票
率
向
上
を
目
指
し
て
、

市
内
大
学
で
の
期
日
前
投
票
所
の
設
置

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

令
和
元
年
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
で
は
、
市
内
の
３
大
学
に
期
日
前

投
票
所
を
設
置
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
か
ら
、
次
期
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
同
様
に
、

３
大
学
で
期
日
前
投
票
所
を
設
置
で
き

る
か
は
、
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

　

市
選
管
と
し
て
は
、
若
年
者
層
の
投

票
率
向
上
に
向
け
、
引
き
続
き
、
市
内

大
学
に
協
力
を
要
請
す
る
ほ
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
、
公
共
施
設
で
の
設
置
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党

徳
田　

哲　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
基
本
姿
勢
、
市
内
公
立
小
中
学

校
へ
の
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

猪
股 

美
香

高
橋 

典
子

徳
田 

哲

高
間 

専
逸

諏
訪
部 
容
子

岡 
英
彦

干
場 
芳
子

裏 
君
子

佐
々
木 
聖
子

内
山 
祥
弘

佐
藤 

美
佐
子
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▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
市
財
政
に
及
ぼ
す
影
響

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
市
内
経
済
に
与
え
る
影
響
に
よ
る
、

一
般
財
源
の
減
少
を
ど
の
よ
う
に
見
込

ん
で
い
る
か
。

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
一
般
財
源
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
市
税
で
は
、
個
人
市
民
税
や
法
人

市
民
税
な
ど
に
減
収
が
見
込
ま
れ
、
ま

た
、
固
定
資
産
税
等
で
は
、
経
営
が
悪

化
し
た
中
小
企
業
を
対
象
と
す
る
減
免

措
置
に
よ
り
、
特
別
交
付
金
で
補
塡
さ

れ
る
も
の
の
、
市
税
と
し
て
は
減
収
が

見
込
ま
れ
る
。

　

一
方
、国
の
概
算
要
求
時
点
に
お
け
る

総
務
省
の
令
和
３
年
度
地
方
財
政
収
支

の
仮
試
算
で
は
、交
付
団
体
ベ
ー
ス
の
一

般
財
源
は
前
年
度
の
水
準
を
下
回
ら
な

い
も
の
と
す
る
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
現
時
点
に
お
い
て
個
別

の
歳
入
で
見
る
と
増
減
は
あ
る
も
の
の
、

国
と
同
様
の
考
え
方
に
沿
っ
た
歳
入
推

計
を
想
定
し
て
お
り
、
国
か
ら
年
末
に

示
さ
れ
る
地
方
財
政
計
画
等
を
見
極
め

た
上
で
、
予
算
編
成
に
当
た
り
た
い
。

▼

上
江
別
浄
水
場
の
今
後

質
問　

石
狩
東
部
広
域
水
道
企
業
団
か

ら
の
受
水
と
、
上
江
別
浄
水
場
で
の
浄

水
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
で
、
浄

水
場
の
施
設
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
経
費

削
減
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

上
江
別
浄
水
場
は
、
施
設
設
備

の
点
検
修
理
や
更
新
な
ど
維
持
管
理
を

計
画
的
に
実
施
し
、
延
命
化
を
図
っ
て

き
た
。
一
般
的
に
建
物
の
法
定
耐
用
年

数
は
50
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
国

が
示
す
資
産
管
理
の
実
践
手
法
に
準
じ

て
1.5
倍
の
期
間
で
の
更
新
を
前
提
条
件

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
2050
年
頃
に
大

規
模
な
更
新
が
必
要
と
な
る
。

　

今
後
の
人
口
減
少
を
想
定
し
て
も
、

同
企
業
団
か
ら
の
受
水
量
だ
け
で
は
不

足
す
る
た
め
、
浄
水
場
の
更
新
に
当
た

っ
て
は
、
水
量
の
減
少
に
応
じ
た
施
設

規
模
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
や
、
長
期

的
に
は
広
域
化
等
の
可
能
性
も
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

自
民
ク
ラ
ブ

高
間　

専
逸　

議
員

▼

市
庁
舎
建
築
と
公
共
施
設
の
長

寿
命
化

質
問　

現
在
の
市
の
財
政
状
況
で
、
庁

舎
建
築
と
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
を
同

時
進
行
で
き
る
の
か
。
ど
ち
ら
か
を
優

先
す
る
の
か
。

答
弁　

公
共
施
設
の
更
新
や
大
規
模
改

修
に
は
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
て
、

計
画
的
な
維
持
・
管
理
が
必
要
で
あ
り
、

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
な
ど
６
つ
の
計
画
を
策
定
し
、

現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
長
寿
命
化
計
画

な
ど
３
つ
の
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

　

ま
た
、
長
寿
命
化
計
画
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
一
時
期
に
大
規
模
改
修
が

重
複
し
な
い
よ
う
、
個
々
の
施
設
だ
け

で
は
な
く
、
全
て
の
施
設
に
お
け
る
改

修
の
要
否
と
優
先
度
を
総
合
的
に
判
断

し
、
改
修
経
費
の
平
準
化
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
庁
舎
の
耐
震

化
と
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
は
、
ど
ち

ら
も
重
要
な
施
策
で
あ
り
、
財
政
状
況

を
見
極
め
た
上
で
、
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

▼

人
口
減
少
を
見
据
え
た
市
庁
舎

の
あ
り
方

質
問　

新
し
く
庁
舎
を
建
て
る
際
は
、

将
来
的
に
庁
舎
の
一
部
を
転
用
す
る
な

ど
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
使
途
を
変
更

す
る
こ
と
を
見
越
し
た
計
画
を
作
れ
な

い
か
。

答
弁　

庁
舎
の
建
て
替
え
を
実
施
し
た

全
国
的
な
事
例
で
は
、
執
務
室
を
間
仕

切
り
の
な
い
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
と
し
、

将
来
の
組
織
変
更
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
レ
イ
ア
ウ
ト
を
導
入

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
今
後
の
庁

舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
利
用
さ
れ

る
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を
十
分
に
考

慮
し
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え
て
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

将
来
的
に
庁
舎
の
一
部
を
転
用
す
る

な
ど
、
人
口
減
少
に
合
わ
せ
て
用
途
を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
基
本
構

想
に
お
い
て
、
庁
舎
の
概
要
や
機
能
な

ど
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

基
本
構
想
を
策
定
す
る
中
で
、
総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

民
主
・
市
民
の
会

諏
訪
部　

容
子　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
江
別
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
情

報
の
公
表
方
法

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
に
つ
い
て
、
市
町
村
別
の
実
数
公
表

を
道
に
要
望
す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

情
報
に
つ
い
て
、
国
は
、
厚
生
労
働
大
臣

及
び
都
道
府
県
知
事
が
、
個
人
情
報
の

保
護
に
留
意
し
つ
つ
、
国
が
定
め
る
基

本
方
針
を
踏
ま
え
た
対
応
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
道
で
は
保
健
所
設
置
市

を
除
き
、
知
事
の
責
任
に
お
い
て
感
染

者
情
報
等
を
公
表
し
て
い
る
。
市
は
、
公

表
に
関
す
る
権
限
は
有
し
て
い
な
い
が
、

市
民
に
対
す
る
情
報
提
供
が
必
要
と
考

え
、
道
が
公
表
し
た
情
報
の
中
か
ら
、
市

関
係
分
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
道

の
公
表
基
準
で
は
、
市
内
の
感
染
者
数

の
状
況
を
正
確
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
道
に
対
し
市
町
村
別
の

実
数
を
公
表
す
る
よ
う
、
基
準
の
見
直

し
な
ど
を
求
め
た
が
、
難
し
い
と
伺
っ

て
い
る
。
改
め
て
、
石
狩
地
方
開
発
促
進

期
成
会
な
ど
を
通
じ
て
、
北
海
道
市
長

会
を
含
め
、
相
談
し
て
い
き
た
い
。

▼

経
済
対
策
の
追
加

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
大
き
い
事
業
者
に
対
す
る
追

加
の
経
済
対
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

道
内
で
は
感
染
者
が
増
え
、
市

内
に
お
い
て
も
11
月
初
旬
か
ら
接
待
を

伴
う
飲
食
店
や
福
祉
施
設
で
集
団
感
染

が
発
生
し
て
お
り
、市
内
の
料
飲
店
組
合

な
ど
か
ら
は
、こ
の
影
響
に
よ
り
業
況
が

急
激
に
悪
化
し
て
、多
く
の
店
舗
が
自
主

的
に
休
業
し
、開
店
し
て
い
て
も
客
足
が

途
絶
え
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

市
は
、
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

感
染
拡
大
防
止
を
徹
底
し
な
が
ら
、
市

民
に
安
心
し
て
店
舗
等
を
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
の
対
策
や
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
補
助
金
を
活

用
し
、
12
月
中
に
実
施
で
き
る
よ
う
料

飲
店
組
合
等
と
協
議
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
国
や
道
に
お
け
る
対
策
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
江
別
商
工
会

議
所
を
は
じ
め
市
内
の
経
済
団
体
等
と

連
携
し
て
い
き
た
い
。

え
べ
つ
黎れ
い

明め
い

の
会

岡　

英
彦　

議
員

▼

江
別
市
自
治
基
本
条
例
の
見
直

し質
問　

自
治
体
の
憲
法
と
も
い
え
る
江

別
市
自
治
基
本
条
例
の
見
直
し
に
お
い

て
は
、
条
例
改
正
に
至
ら
ず
と
も
検
討

委
員
会
の
提
言
を
受
け
止
め
た
上
で
、

市
民
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
べ
き
で

は
。

答
弁　

江
別
市
市
民
参
加
条
例
で
は
、

市
の
基
本
的
な
事
項
や
計
画
策
定
、
義

務
や
制
限
に
関
す
る
条
例
、
大
規
模
な

公
共
施
設
の
設
置
、
市
民
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
制
度
の
実
施
な
ど
に

関
し
て
、
市
が
行
う
と
き
に
市
民
参
加

を
求
め
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
江
別
市
自
治
基
本
条
例

検
討
委
員
会
か
ら
条
例
改
正
を
求
め
る

提
言
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
な
い
が
、

条
例
改
正
の
必
要
が
な
い
と
提
言
を
い

た
だ
い
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
、
今
後
、

同
検
討
委
員
会
に
相
談
し
て
い
き
た
い
。

▼

中
学
校
に
お
け
る
通
級
指
導
教

室
の
開
設

質
問　

中
学
校
の
通
級
指
導
教
室
を
開

設
す
べ
き
で
、
思
春
期
の
子
供
た
ち
に

配
慮
し
、
公
的
な
施
設
の
活
用
を
検
討

す
る
べ
き
で
は
。

答
弁　

中
学
校
に
お
け
る
通
級
指
導
教

室
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
確
保

が
不
可
欠
で
あ
り
、
対
象
生
徒
数
が
道

教
委
の
定
め
る
教
職
員
の
配
置
基
準
を

継
続
し
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
保
護
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
お
い
て
、
通
級
指
導
教
室
を

希
望
す
る
生
徒
数
は
８
人
で
、
配
置
基

準
の
13
人
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、

専
用
の
教
室
を
確
保
す
る
な
ど
の
施
設

面
で
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
は
開
設
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
道
教
委
と
相
談
し
て
お
り
、
開

設
場
所
と
し
て
公
的
な
施
設
を
活
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
課
題
の
一
つ
と

し
て
、
引
き
続
き
、
相
談
し
て
い
き
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

干
場　

芳
子　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
、
公
立
夜
間

中
学
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

猪
股 

美
香

高
橋 

典
子

徳
田 

哲

高
間 

専
逸

諏
訪
部 
容
子

岡 
英
彦

干
場 
芳
子

裏 
君
子

佐
々
木 
聖
子

内
山 
祥
弘

佐
藤 

美
佐
子
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▼

地
方
分
散
型
社
会
へ
の
転
換

質
問　

第
２
期
江
別
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
、
地
方

分
散
型
社
会
へ
の
新
た
な
取
組
を
実
施
、

も
し
く
は
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　

国
は
地
方
分
散
型
社
会
に
向
け

て
、
地
方
大
学
の
改
革
、
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
の
推
進
、
関
係
人
口
の
創
出
、
さ

ら
に
は
少
子
化
政
策
の
推
進
な
ど
の
新

た
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
企
業
誘
致
や

大
学
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
努

め
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
本
社
機

能
移
転
補
助
金
の
新
設
や
、
関
係
人
口

の
創
出
に
向
け
た
大
学
生
に
対
す
る
情

報
発
信
な
ど
の
新
た
な
取
組
を
進
め
て

い
る
。

　

現
在
、
地
方
移
住
等
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
等
の
地
方
に
お
け
る
働
き
方
の
環

境
整
備
な
ど
、
地
方
分
散
型
社
会
に
向

け
た
新
た
な
取
組
に
つ
い
て
、
国
や
道

の
動
向
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

▼

暗
所
視
支
援
眼
鏡
の
購
入
費
助

成質
問　

夜
盲
症
で
困
っ
て
い
る
方
の
た

め
に
、
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
の

対
象
に
暗
所
視
支
援
眼
鏡
を
追
加
し
て

は
ど
う
か
。

答
弁　

暗
所
視
支
援
眼
鏡
は
、
指
定
難

病
の
一
つ
で
あ
る
網
膜
色
素
変
性
症
な

ど
が
原
因
で
、
暗
い
場
所
で
物
が
見
え

に
く
く
な
っ
た
り
、
視
野
が
狭
く
な
る

な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
が
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援

に
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　

同
眼
鏡
は
製
品
化
さ
れ
て
間
も
な
い

こ
と
や
、
全
国
的
に
給
付
の
対
象
と
し

て
い
る
自
治
体
が
少
な
く
、
日
常
生
活

用
具
の
対
象
品
目
と
し
て
認
定
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
有
効
性
や
実
用
性
、
医
師

の
判
断
な
ど
、
根
拠
や
基
準
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
眼
鏡
の
性
能
や
機

能
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

他
の
自
治
体
の
給
付
状
況
や
動
向
な
ど

を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党

裏　

君
子　

議
員

▼

手
話
の
理
解
と
普
及
に
向
け
た

取
組

質
問　

市
民
の
手
話
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
に
、
協
議
会
な
ど
を
設
置
し
、
計

画
を
策
定
し
な
が
ら
、
予
算
・
事
業
目

標
・
評
価
等
の
継
続
検
証
が
で
き
る
よ

う
計
画
的
な
運
営
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

市
民
に
対
す
る
手
話
へ
の
理
解

促
進
と
普
及
に
向
け
、
今
年
度
は
関
係

団
体
が
実
施
し
て
い
る
手
話
講
座
の
活

動
を
進
め
る
た
め
、
市
教
委
を
通
じ
て
、

市
内
小
・
中
学
校
に
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
運
営
団
体
に
対
し
、
開
催
経
費

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
に
お
い

て
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
協
議
会
な
ど
の
設
置
や
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
策
定
を

予
定
し
て
い
る
障
が
い
者
の
総
合
的
な

計
画
で
あ
る
障
が
い
者
支
援
・
え
べ
つ

21
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
手
話
に
関
す
る

理
解
と
啓
発
や
、
手
話
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
を
新
た
な
項
目
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

施
策
の
実
施
や
検
証
に
つ
い
て
は
、
関

係
団
体
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

▼

市
立
病
院
の
経
営
再
建

質
問　

医
師
確
保
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

医
療
提
供
体
制
は
、
医
師
の
負
担
等
を

考
慮
し
、
チ
ー
ム
医
療
で
の
提
供
を
基

本
と
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

市
立
病
院
で
は
、
市
立
病
院
の

経
営
再
建
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

基
づ
き
、
高
度
医
療
や
高
齢
者
医
療
を

確
保
す
る
た
め
、
専
門
医
と
総
合
医
が

連
携
す
る
診
療
体
制
を
目
指
し
て
お
り
、

医
師
の
負
担
軽
減
の
ほ
か
、
安
定
的
な

医
療
提
供
体
制
の
確
保
、
医
療
の
質
の

向
上
の
観
点
か
ら
、
複
数
体
制
の
確
立

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

内
科
診
療
体
制
の
再
構
築
は
、
市
立

病
院
の
経
営
再
建
に
と
っ
て
、
最
重
要

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
育
大
学
へ

の
派
遣
要
請
や
人
材
派
遣
会
社
の
活
用

を
継
続
的
に
行
い
、
市
立
病
院
の
経
営

再
建
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示
し

た
内
科
医
の
充
実
・
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

佐
々
木　

聖
子　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
廃
止
と
書
面

主
義
の
見
直
し
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
市
内
事
業
者
へ
の
影
響

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
拡
大
し
始
め
た
春
先
か
ら
こ
れ
ま
で

の
、
市
内
事
業
者
へ
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁　

江
別
商
工
会
議
所
の
市
内
中
小

企
業
景
況
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
５

月
か
ら
８
月
の
業
況
は
、
１
月
か
ら
４

月
の
前
回
調
査
よ
り
も
全
業
種
平
均
で

20
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
、
９
月
か
ら
12
月

ま
で
の
見
通
し
で
は
、
一
部
業
種
で
下

げ
止
ま
り
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
市
内
経
済
は
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
は
市
内
飲
食
店
で

集
団
感
染
が
発
生
し
、
多
く
の
店
舗
が

自
主
的
に
休
業
し
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
、
飲
食
業
に
影
響
し
て
い
る
。

　

道
内
の
感
染
拡
大
と
と
も
に
、
警
戒

ス
テ
ー
ジ
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

飲
食
店
利
用
の
自
粛
な
ど
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
の
評
価

質
問　

こ
れ
ま
で
の
緊
急
経
済
対
策
に

つ
い
て
、
効
果
や
タ
イ
ミ
ン
グ
、
課
題

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答
弁　

市
で
は
、
国
や
道
が
実
施
す
る

無
利
子
・
無
担
保
の
融
資
や
各
種
給
付

金
等
の
制
度
に
つ
い
て
、
市
内
事
業
者

が
利
用
で
き
る
よ
う
、
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
案
内
し
て
き
た
。
ま
た
、
国
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し
、
必
要

な
対
策
を
進
め
る
べ
く
議
会
の
協
力
の

下
、
臨
時
会
等
を
通
じ
て
補
正
予
算
を

編
成
し
、
随
時
、
対
応
に
当
た
っ
て
き
た
。

　

給
付
対
象
者
数
の
正
確
な
把
握
や
、事

業
者
に
対
し
迅
速
に
知
ら
せ
る
手
法
な

ど
は
、今
後
の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る

が
、短
期
間
に
実
効
性
の
あ
る
事
業
が
実

施
で
き
た
と
考
え
て
お
り
、事
業
者
の
方

か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
、
国
や
道
を
は
じ
め
、
江
別

商
工
会
議
所
等
の
関
係
機
関
と
も
連
携

し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民
主
・
市
民
の
会

内
山　

祥
弘　

議
員

▼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
農
家
の
経
営
状
況

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
需
要
減
で
農
家
も
影
響
を
受
け

て
い
る
が
、
市
で
は
農
家
の
経
営
実
態

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
認
識
し
て
い

る
の
か
。

答
弁　

市
内
に
お
け
る
農
業
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
道
央
と
連
携
す
る

中
で
情
報
収
集
に
努
め
て
お
り
、
当
市

に
お
い
て
は
、
一
般
家
庭
向
け
に
ス
ー

パ
ー
や
直
売
所
に
出
荷
し
た
農
産
物
の

価
格
は
、
巣
籠
も
り
需
要
に
よ
り
堅
調

に
推
移
し
て
き
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
外
食
産
業
の
低
迷
に
よ
り
、

通
年
出
荷
の
玉
ね
ぎ
市
況
が
終
始
低
迷

し
て
い
る
ほ
か
、
花
き
生
産
に
お
い
て

も
、
出
荷
を
断
念
し
た
と
い
う
事
例
も

聞
い
て
お
り
、
市
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
３
波
が
押
し
寄
せ
、
年
末
の
農

畜
産
物
の
需
要
に
も
影
響
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
関
係
機
関
と
連

携
の
上
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

▼

農
業
経
営
を
守
る
制
度
の
活
用

質
問　

農
家
の
方
が
持
続
化
給
付
金
制

度
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
相
談
や

支
援
す
る
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

国
の
持
続
化
給
付
金
制
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
よ
り
、
特
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た

事
業
者
に
対
し
て
、
事
業
全
般
に
広
く

使
え
る
給
付
金
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
国
で
は
、
制
度
内
容
や
申

請
方
法
の
問
合
せ
等
に
対
応
す
る
持
続

化
給
付
金
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
申
請
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
申

請
サ
ポ
ー
ト
会
場
を
開
設
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
者
へ
の
周
知
は
、
Ｊ
Ａ

道
央
か
ら
制
度
の
個
別
通
知
を
行
う
と

と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
相
談
い
た
だ
く
よ
う
案
内

し
て
い
る
。
市
で
は
、
国
の
相
談
窓
口

の
案
内
や
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、

申
請
期
限
等
の
周
知
の
仕
方
に
つ
い
て

も
、
改
め
て
Ｊ
Ａ
道
央
と
相
談
し
て
い

き
た
い
。

日
本
共
産
党
議
員
団

佐
藤　

美
佐
子　

議
員

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

猪
股 

美
香

高
橋 

典
子

徳
田 

哲

高
間 

専
逸

諏
訪
部 
容
子

岡 
英
彦

干
場 
芳
子

裏 
君
子

佐
々
木 
聖
子

内
山 
祥
弘

佐
藤 

美
佐
子
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活動状況をお知らせします
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道の乳幼児等医療費給付事業の説明を事務局から

受けるなど、慎重に審査を行いました。結審では、

『コロナ禍からいのちと暮らしを守る年金支給を

求めることについて』は多数で不採択とすべきも

の、『北海道における「子ども医療費無料化制度の

拡充」を求める意見書を北海道に提出することに

ついて』は多数で趣旨採択とすべきものと決しま

した。

▶ 経済建設常任委員会
　11月16日の当委員会では、建設部より、江別市

都市公園（230公園）の指定管理者の選定結果につ

いて、施設の管理を行うに当たり適当と認める団

体がないと決定したことの報告を受けました。

　また、第４回定例会では、議案第103号指定管

理者の指定について（江別市都市と農村の交流セ

ンター）が当委員会に付託され、今定例会の会期

内に審査を行いました。委員会では、原案のとお

り可決すべきものと決し、定例会最終日の本会議

において「特定非営利活動法人えべつ江北まちづ

くり会」を指定管理者と指定することを可決しま

した。

▶ 議会広報広聴委員会
　昨年11月８日、９日両日に開催予定であった「第

７回市民と議会の集い」につきましては、道内に

おけるコロナ感染者の増加及び道の警戒ステージ

の引上げ、またそれに伴う感染予防の集中対策期

間に開催予定日が含まれておりましたことから、

急遽中止の判断をさせていただきましたことをお

わび申し上げます。当日会場に足をお運びいただ

いた市民の方からは、中止の周知方法について貴

重なご意見をいただきましたので、次年度の開催

に向けての参考とさせていただきます。なお、準

備しておりました当日資料は公民館等の公共施設

において配布いたします。

▶ 議会運営委員会
　当委員会では、これまでも様々な新型コロナウ

イルス感染症対策を講じた上で議会運営を行って

きましたが、市内での感染拡大を受け、江別市議

会における新型コロナウイルス感染症に係る対応

方針を定めました。

　また、江別市議会ＩＣＴ化検討ワーキンググル

ープから、タブレット端末の導入についての検討

結果の報告を受け、協議を行いましたが、意見が

一致せず、現段階では導入を見送ることといたし

ました。そのほか、今年度中止とした先進都市議

会運営調査を書面で実施し、計15市議会から回答

と資料を提供していただきました。

▶ 総務文教常任委員会
　当委員会では、はやぶさ運動広場及び文化財整

理室跡地等の利活用について、道立高等養護学校

の誘致活動の状況について、江別市強靭化地域計

画の策定、江別市公民館等長寿命化計画及び江別

市スポーツ施設長寿命化計画の策定、江別市情報

図書館長寿命化計画の策定に係るそれぞれのパブ

リックコメントの実施について、江別市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略の実績について、地域公

共交通活性化協議会についての説明・報告を受け、

質疑を行いました。

▶ 生活福祉常任委員会
　当委員会では、付託された２件の陳情について、

それぞれの陳情者の意見陳述のほか、令和３年度

から実施される国の年金額の改定ルールや、北海

▲江別市議会広報広聴委員会　◎委員長 内山 祥弘　○副委員長 徳田 哲

●委員 石田 武史、稲守 耕司、猪股 美香、奥野 妙子、清水 直幸、高橋 典子、芳賀 理己
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